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(57)【要約】
【課題】本発明は、顔料含有量が高い、あるいは膜厚が厚くとも高感度で、かつパタ－ン
形状、薬品耐性、現像性が優れたカラーフィルタ用着色組成物、該カラーフィルタ用着色
組成物を用いて形成された、高解像度のカラーフィルタを提供すること。
【解決手段】着色剤（Ａ）、樹脂型分散剤（Ｂ）、バインダー樹脂（Ｃ）、光重合性単量
体（Ｄ）、チオール系連鎖移動剤（Ｅ）、体質顔料（Ｆ）、および光重合開始剤（Ｇ）を
含有するカラーフィルタ用緑色着色組成物であって、着色剤（Ａ）の含有量が着色組成物
の全固形分中２０～３５重量％であり、光重合性単量体（Ｄ）がエチレン性不飽和結合を
１～３個有する（メタ）アクリル単量体（Ｄ１）を含有することを特徴とするカラーフィ
ルタ用着色組成物によって、上記課題は解決される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤（Ａ）、樹脂型分散剤（Ｂ）、バインダー樹脂（Ｃ）、光重合性単量体（Ｄ）、
チオール系連鎖移動剤（Ｅ）、体質顔料（Ｆ）、および光重合開始剤（Ｇ）を含有するカ
ラーフィルタ用着色組成物。
【請求項２】
　前記着色剤（Ａ）の含有率が、着色組成物の全固形分量中、２０～３５質量％である請
求項１に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項３】
　前記光重合性単量体（Ｄ）が、エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ）アクリ
ル単量体（Ｄ１）を含有する請求項１又は２に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項４】
　前記チオール系連鎖移動剤（Ｅ）が、多官能チオールを含む請求項1～３いずれか１項
に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項５】
　前記チオール系連鎖移動剤（Ｅ）の含有率が、着色組成物の全固形分量中、1～１０質
量％である請求項１～４いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項６】
　前記体質顔料（Ｆ）が、ケイ素を含む無機微粒子である請求項１～５いずれか１項に記
載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項７】
　前記体質顔料（Ｆ）の含有率が、着色組成物の全固形分量中、１～５質量％である請求
項１～６いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項８】
　基材上に、請求項１～７いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成物を用いて形
成されるフィルタセグメントを具備するカラーフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、カラー液晶表示装置、及びカラー撮像素子等に用いられるカラーフィルタの製
造に使用されるカラーフィルタ用着色組成物、並びにこれを用いて形成されるフィルタセ
グメントを具備するカラーフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板の間に液晶物質と画素を介在させ、画素ごとに電圧を印
加して液晶物質の配向状態を変化させ、１枚目の偏光板を通過した光の偏光度合いを変化
させ、２枚目の偏光板を通過する透過光を制御して画面表示する表示装置である。
　この２枚の偏光板の間にカラーフィルタを設けることによりカラー表示が可能となり、
テレビやパソコンモニタ等に用いられるようになった。そして近年、カラー液晶表示装置
の高画質、低消費電力が求められておりカラーフィルタに対しても高画質、低消費電力を
達成する設計が求められている。
【０００３】
　カラーフィルタは、ガラス板などの透明な基板に透過光の混色を防ぎ、表示コントラス
トを高める目的で格子状の遮光膜ブラックマトリクス（以下ＢＭ）を設け、次に画素ごと
に複数色（通常　赤、緑、青）のフィルタセグメントが設けられている。フィルタセグメ
ントは、数ミクロン～数１００ミクロンと微細であり、フィルタセグメントの配列には、
２種以上の異なる色相の微細な帯（ストライプ）状に配置したもの（ストライプ配列）、
あるいは縦横一定の配列で配置したもの（デルタ配列）がある。フィルタセグメントおよ
びＢＭは、着色組成物を塗布し一般に２００℃以上、好ましくは２３０℃の高温で乾燥形
成される。さらに、カラー液晶表示装置では、カラーフィルタの上に液晶を駆動させるた
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めの透明電極が蒸着あるいはスパッタリングにより形成され、その上に液晶を一定方向に
配向させるための配向膜が形成されている。これらの透明電極及び配向膜の性能を充分に
得るには、その形成を一般に２００℃以上、好ましくは２３０℃以上の高温で行う必要が
ある。このため、現在、カラーフィルタの製造方法としては、耐光性、耐熱性に優れる顔
料を着色材とする顔料分散法と呼ばれる方法が主流となっている。
【０００４】
  顔料分散法の場合、感光性樹脂溶液中に顔料を分散した感光性着色組成物（顔料レジス
ト）をガラス等の透明基板に塗布し、乾燥により溶剤を除去した後、一つのフィルタ色の
パターン露光を行い、次いで未露光部を現像工程で除去して１色目のパターンを形成、必
要に応じて加熱等の処理を加えた後、同様の操作を全フィルタ色について順次繰り返すこ
とによりカラーフィルタを製造することができる。
【０００５】
  近年、カラー液晶表示装置は、液晶カラーテレビやカーナビゲーション用および液晶表
示装置一体型のノートパソコンとして大きな市場を形成するに至っており、省エネ、省ス
ペースという特徴を活かしたデスクトップパソコン用のモニターおよびテレビとして大い
に普及している。従来のＣＲＴに代わる表示装置として注目されているが、現状では液晶
表示装置の色再現特性はＣＲＴのそれよりも劣っている。
そこで、各色のフィルタセグメントが配置されたカラーフィルタにおいては、デジタルシ
ネマ（ＤＣＩ）規格やＡｄｏｂｅ規格といった高色再現性の要求が高まっている。
【０００６】
  また、コントラスト向上のため、カラーフィルタの各色のフィルタセグメント間にブラ
ックマトリックスが配置されるのが一般的であるが、このブラックマトリックスの形成材
料は、近年、環境問題、低反射化、低コスト化の観点から、金属クロム製ブラックマトリ
ックスに代わり、樹脂に遮光性の色素を分散させた樹脂製ブラックマトリックスが着目さ
れている。しかしながら、樹脂製ブラックマトリックスにおいては、金属クロム製ブラッ
クマトリックスに比べ、遮光性（光学濃度）が低いという問題点がある。
【０００７】
  カラーフィルタの色再現特性向上およびブラックマトリックスの遮光性向上のためには
、着色組成物中の顔料の含有量を多くするか、あるいは、膜厚を厚くする必要がある。し
かし、顔料の含有量を多くする方法および膜厚を厚くする方法ともに、膜底部まで露光さ
れず、テーパー部の直線性悪化や矩形化されずに逆テーパー形状になるといったパターン
形状不良の問題が発生する。
  このような問題を解決方法として、一つはカラーフィルタ用着色組成物の高感度化が必
要であり、特許文献１に記載される光重合性単量体や光重合開始剤、連鎖移動剤の選択あ
るいは増量が挙げられる。また、パターン形状の矩形化のために体質顔料を用いる方法も
ある。（特許文献２）
【０００８】
しかしながら、高感度な光重合性単量体や光重合開始剤、連鎖移動剤の選択だけでは、感
度向上には限界がある。特に、光重合性単量体を増量すると、現像液への溶解性が低下す
るために、現像残渣の発生やタック等の問題が生じる。また、連鎖移動剤を増量すると、
露光工程における回折光の影響を受けやすくなり、パターン直線性が悪化してしまう。さ
らに、体質顔料を増量すると、現像遅延や現像残渣の問題が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－１６７４０４号公報
【特許文献２】特開２０１５－１２５２３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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本発明は、顔料含有量が高い、あるいは膜厚が厚くとも高感度で、かつパタ－ン形状、薬
品耐性、現像性が優れたカラーフィルタ用着色組成物、該カラーフィルタ用着色組成物を
用いて形成された、高解像度のカラーフィルタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明者は、前記諸問題を解決するために鋭意検討を重ねた結果、エチレン性不飽和結合
を１～３個有する（メタ）アクリル単量体とチオール系連鎖移動剤、および体質顔料を含
有するカラーフィルタ用着色組成物において、現像残渣、耐薬品性、パターン形状不良が
格段に抑制され、高解像度のカラーフィルタが得られることを見出した。
【００１２】
　着色剤（Ａ）、樹脂型分散剤（Ｂ）、バインダー樹脂（Ｃ）、光重合性単量体（Ｄ）、
チオール系連鎖移動剤（Ｅ）、体質顔料（Ｆ）、および光重合開始剤（Ｇ）を含有するこ
とを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１３】
　本発明では、着色剤（Ａ）の含有率が、着色組成物の全固形分量中、２０～３５質量％
であること特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１４】
　さらに、前記光重合性単量体（Ｄ）が、エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ
）アクリル単量体（Ｄ１）を含有することを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物に関
する。
【００１５】
　また、本発明では、前記チオール系連鎖移動剤（Ｅ）が多官能チオールを含むことを特
徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１６】
　また、本発明では、前記チオール系連鎖移動剤（Ｅ）の含有率が、着色組成物の全固形
分量中、1～１０質量％であることを特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関す
る。
【００１７】
　また、本発明では、体質顔料（Ｆ）が、ケイ素を含む無機微粒子であることを特徴とす
る前記カラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１８】
　また、本発明では、体質顔料（Ｆ）の含有率が、着色組成物の全固形分量中、１～５質
量％であることを特徴とする前記カラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１９】
　また、本発明は、基材上に、前記カラーフィルタ用着色組成物を用いて形成されるフィ
ルタセグメントを具備することを特徴とする前記カラーフィルタに関する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メ
タ）アクリル単量体とチオール系連鎖移動剤、および体質顔料を組み合わせることにより
、顔料含有量が高い、あるいは各色フィルタセグメントおよびブラックマトリックスの形
成膜厚が厚くとも、高感度で、かつ直線性、パタ－ン形状、薬品耐性、現像性が優れた各
色フィルタセグメントおよびブラックマトリックスパタ－ンを形成することができる。
　従って、本発明の感光性着色組成物を用いることにより、高品質なカラーフィルタを得
ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
以下、詳細にわたって本発明の実施形態を説明する。
　なお、本願では、「（メタ）アクリレート」、「（メタ）アクリル酸」、又は「（メタ
）アクリルアミド」と表記した場合には、特に説明がない限り、それぞれ、「アクリレー
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ト及び／又はメタクリレート」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、又は「アクリ
ルアミド及び／又はメタクリルアミド」を表すものとする。
　また、本明細書に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）を意味する
。
【００２２】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、着色剤（Ａ）と、樹脂型分散剤（Ｂ）と、バ
インダー樹脂（Ｃ）と、光重合性単量体（Ｄ）と、チオール系連鎖移動剤（Ｅ）と、体質
顔料（Ｆ）と、光重合開始剤（Ｇ）と、有機溶剤とを含有することを特徴とする。
　まず、本発明のカラーフィルタ用着色組成物の各種構成成分について説明する。
【００２３】
＜着色剤（Ａ）＞
　本発明の着色組成物に用いることができる着色剤としては、従来公知の種々の顔料、お
よび染料から任意に選択することができる。これらの顔料・染料は、単独で、または必要
に応じて任意の比率で２種以上混合して用いることができる。
【００２４】
　着色剤の含有量は、着色組成物の全不揮発成分を基準（１００重量％）として、充分な
色再現性を得る観点から２０重量％以上が好ましく、より好ましくは２２重量％以上であ
る。また、現像性の観点から、好ましい着色剤含有量は３０重量％以下であり、より好ま
しくは３５重量％以下である。
【００２５】
（有機顔料）
　有機顔料としては、ジケトピロロピロール系顔料、アゾ、ジスアゾ、又はポリアゾ等の
アゾ系顔料、アミノアントラキノン、ジアミノジアントラキノン、アントラピリミジン、
フラバントロン、アントアントロン、インダントロン、ピラントロン、又はビオラントロ
ン等のアントラキノン系顔料、キナクリドン系顔料、ペリノン系顔料、ペリレン系顔料、
チオインジゴ系顔料、イソインドリン系顔料、イソインドリノン系顔料、キノフタロン系
顔料、スレン系顔料または金属錯体系顔料等が挙げられる。
【００２６】
　これらの有機顔料として具体的には、
　赤色顔料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、８
、９、１２、１４、１５、１６、１７、２１、２２、２３、３１、３２、３７、３８、４
１、４７、４８、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、４９、４９：１、４９：２
、５０：１、５２：１、５２：２、５３、５３：１、５３：２、５３：３、５７、５７：
１、５７：２、５８：４、６０、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、６
９、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、９０：１、１ ０１
、１０１：１、１０４、１０８、１０８：１、１０９、１１２、１１３、１１４、１２２
、１２３、１４４、１４６、１４７、１４９、１５１、１６６、１６８、１６９、１７０
、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８１、１８４
、１８５、１８７、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、２０６、２０７
、２０８、２０９、２１０、２１４、２１６、２２０、２２１、２２４、２３０、２３１
、２３２、２３３、２３５、２３６、２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４５
、２４７、２４９、２５０、２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５８
、２５９、２６０、２６２、２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６９
、２７０、２７１、２７２、２７３、２７４、２７５、２７６などを挙げることができる
。できる。
　赤色顔料と同様にはたらくオレンジ色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメント オレ
ンジ３６、３８、４３、５１、５５、５９、６１等のオレンジ色顔料を用いることができ
る。
　これらの中でも、高コントラスト比、高明度を得る観点から、赤色顔料としてＣ．Ｉ．
ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７を用いることが特に好ましい
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ものである。
【００２７】
　青色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、９、１４、１５、１
５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７、１９、２５、２７、２
８、２９、３３、３５、３６、５６、５６：１、６０、６１、６１：１、６２、６３、６
６、６７、６８、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７８、７９などを挙げることが
できる。これらの中でも、高コントラスト比、高明度を得る観点から、好ましくはＣ．Ｉ
．ピグメントブルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、または１５：６で
あり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６である。
【００２８】
緑色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントグリーン１、２、４、７、８、１０、１３
、１４、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１、５４、５５５
８、６２または６３を挙げることができる。これらの中でも、高コントラスト比、高明度
を得る観点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６、５８、６２、または
６３である。
【００２９】
　黄色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、１：１、２、３、４、５、
６、９、１０、１２、１３、１４、１６、１７、２４、３１、３２、３４、３５、３５：
１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、５３、５５、６
１、６２、６２：１、６３、６５、７３、７４、７５，８１、８３、８７、９３、９４、
９５、９７、１００、１０１、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１
６、１１７、１１９、１２０、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１２９、１３３、
１３４、１３６、１３８、１３９、１４２、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、
１５４、１５５、１５７、１５８、１５９、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７２、１７３、１７４、１７５、
１７６、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、
１９１、１９１：１、１９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９
９、２００、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７、２０８、または２３１
などを挙げることができる。これらの中でも、高コントラスト比、高明度を得る観点から
、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、１１７、１２９、１３８、１３９、１５
０、１５４、１５５、１８０、１８５、または２３１であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピ
グメントイエロー８３、１３８、１３９、１５０、１８０、または２３１である。
【００３０】
　紫色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１：１、２、２：２、
３、３：１、３：３、５、５：１、１４、１５、１６、１９、２３、２５、２７、２９、
３１、３２、３７、３９、４２、４４、４７、４９、５０などを挙げることができる。こ
れらの中でも、高コントラスト比、高明度を得る観点から、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメン
トバイオレット１９、または２３であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントバイオレッ
ト２３である。
【００３１】
　<顔料の微細化>
　本発明で顔料を用いる場合、微細化して用いることが好ましいが、微細化方法は特に限
定されるものではなく、例えば湿式磨砕、乾式磨砕、溶解析出法いずれも使用でき、本発
明で例示するように湿式磨砕の１種であるニーダー法によるソルトミリング処理を行うこ
とができる。顔料の一次粒子径は、着色剤担体中への分散が良好なことから、２０ｎｍ以
上であることが好ましい。また、コントラスト比が高いカラーフィルタを形成できること
から、１００ｎｍ以下であることが好ましい。特に好ましい範囲は、２５～８５ｎｍの範
囲である。なお、顔料の一次粒子径は、顔料のＴＥＭ（透過型電子顕微鏡）による電子顕
微鏡写真から一次粒子の大きさを直接計測する方法で行った。具体的には、個々の顔料の
一次粒子の短軸径と長軸径を計測し、平均をその顔料粒子の粒径とした。次に、１００個
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以上の顔料粒子について、それぞれの粒子の体積を求めた粒径の立方体と近似して求め、
体積平均粒径を平均一次粒子径としている。
　本発明の着色組成物は、熱架橋性官能基を含有する特定の顔料分散剤とともに、エポキ
シ化合物を含有することで、このような微細化処理された顔料を用いた場合にも、耐性に
優れ、輝度およびコントラスト比の高いカラーフィルタ用着色組成物とすることができる
ものである。
【００３２】
　ソルトミリング処理とは、顔料と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混合物を、ニーダ
ー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アトライター、サンドミル等の混練
機を用いて、加熱しながら機械的に混練した後、水洗により水溶性無機塩と水溶性有機溶
剤を除去する処理である。水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリ
ング時に無機塩の硬度の高さを利用して顔料が破砕される。顔料をソルトミリング処理す
る際の条件を最適化することにより、一次粒子径が非常に微細であり、また、分布の幅が
せまく、シャープな粒度分布をもつ顔料を得ることができる。
【００３３】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料１００重量％に対し、５０～
２０００重量％用いることが好ましく、３００～１０００重量％用いることが最も好まし
い。
【００３４】
　水溶性有機溶剤は、顔料及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶解
（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。た
だし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点
から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。例えば、２－メトキシエタノール、２
－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ
）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノー
ル、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピ
レングリコール等が用いられる。水溶性有機溶剤は、顔料１００重量％に対し、５～１０
００重量％用いることが好ましく、５０～５００重量％用いることが最も好ましい。
【００３５】
　顔料をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。用いられ
る樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性さ
れた合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、水不溶性
であることが好ましく、かつ上記有機溶剤に一部可溶であることがさらに好ましい。樹脂
の使用量は、顔料１００重量％に対し、５～２００重量％の範囲であることが好ましい。
【００３６】
＜樹脂型分散剤（Ｂ）＞
　樹脂型分散剤（Ｂ）は、添加着色剤に吸着する性質を有する着色剤親和性部位と、着色
剤担体中のと相溶性のある部位とを有し、添加着色剤に吸着して着色剤担体への分散を安
定化する働きをするものである。なお、着色剤担体とは、バインダー樹脂および光重合性
単量体等の着色剤を除く成分を指す。樹脂型分散剤（Ｂ）として具体的には、ポリウレタ
ン、ポリアクリレート等のポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸
、ポリカルボン酸（部分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸ア
ルキルアミン塩、ポリシロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカ
ルボン酸エステルや、これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキ
シル基を有するポリエステルとの反応により形成されたアミドやその塩等の油性分散剤、
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（メタ）アクリル酸－スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エス
テル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロ
リドン等の水溶性樹脂や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系
、エチレンオキサイド／プロピレンオキサイド付加化合物、リン酸エステル系等が用いら
れ、これらは単独または２種以上を混合して用いることができるが、必ずしもこれらに限
定されるものではない。
【００３７】
　上記樹脂型分散剤（Ｂ）のうち少量の添加量で分散体の粘度が低くなり高いコントラス
トを示すという理由から、塩基性官能基を有する高分子分散剤が好ましく、窒素原子含有
グラフト共重合体や、側鎖に３級アミノ基、４級アンモニウム塩基、含窒素複素環などを
含む官能基を有する、窒素原子含有アクリル系ブロック共重合体およびウレタン系高分子
分散剤などが好ましい。
【００３８】
　樹脂型分散剤（Ｂ）の配合量は、添加着色剤の分散性向上の観点から、着色剤（Ａ）１
００重量部に対し、好ましくは５～４０重量部、さらに好ましくは５～３０重量部である
。樹脂型分散剤（Ｂ）の配合量が、５重量部未満の場合には、添加した効果が得られ難く
、４０重量部より多いと、過剰な分散剤により分散に悪影響を及ぼしたり、現像性が悪化
して残渣が発生してしまう。
【００３９】
　市販の樹脂型分散剤としては、ビックケミー・ジャパン社製のＤｓｐｅｒｂｙｋ－１０
１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１６、１３０、１４０、１５４、１６
１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１７０、１７１、１７４、１８０、１８
１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２００１、２０２０、２０２
５、２０５０、２０７０、２０９５、２１５０、２１５５またはＡｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－
Ｕ、２０３、２０４、またはＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、２２０Ｓ、６９１９、また
はＬａｃｔｉｍｏｎ、Ｌａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳまたはＢｙｋｕｍｅｎ等、日本ルーブリゾ
ール社製のＳＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０００、１３０００、１３２４０、１３６
５０、１３９４０、１６０００、１７０００、１８０００、２００００、２１０００、２
４０００、２６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２０００、３２５００
、３２５５０、３３５００、３２６００、３４７５０、３５１００、３６６００、３８５
００、４１０００、４１０９０、５３０９５、５５０００、７６５００等、ＢＡＳＦ・ジ
ャパン社製のＥＦＫＡ－４６、４７、４８、４５２、４００８、４００９、４０１０、４
０１５、４０２０、４０４７、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０、４４００、４
４０１、４４０２、４４０３、４４０６、４４０８、４３００、４３１０、４３２０、４
３３０、４３４０、４５０、４５１、４５３、４５４０、４５５０、４５６０、４８００
、５０１０、５０６５、５０６６、５０７０、７５００、７５５４、１１０１、１２０、
１５０、１５０１、１５０２、１５０３、等、味の素ファインテクノ社製のアジスパーＰ
Ａ１１１、ＰＢ４１１、ＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８２４等が挙げられる。
【００４０】
＜その他の分散剤＞
　着色剤を着色剤担体中に分散する際に、適宜、色素誘導体、界面活性剤等の樹脂型分散
剤（Ｂ）以外のその他の分散剤を含有してもよい。これらの分散剤は、分散後の着色剤の
再凝集を防止する効果が大きいので、着色剤を着色剤担体中に分散してなる着色組成物が
、分光特性および粘度安定性が良好になる。
【００４１】
（色素誘導体）
　色素誘導体としては、有機顔料、アントラキノン、アクリドンまたはトリアジンに、塩
基性置換基、酸性置換基、または置換基を有していても良いフタルイミドメチル基を導入
した化合物があげられ、例えば、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６
２０号公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公平５
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－９４６９号公報等に記載されているものを使用でき、これらは単独または２種類以上を
混合して用いることができる。
【００４２】
　色素誘導体の配合量は、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、好ましくは０．５重量部以
上、さらに好ましくは１重量部以上、最も好ましくは３質量部以上である。また、耐熱性
、耐光性の観点から、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、好ましくは４０重量部以下、さ
らに好ましくは３５重量部以下である。
【００４３】
（界面活性剤）
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のアル
カリ塩、ステアリン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウ
リル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノー
ルアミン、スチレン－アクリル酸共重合体のモノエタノールアミン、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルリン酸エステル等のアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイ
ルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレート等のノニオン性界面
活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物等のカオチン
性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキルベタイン、アルキルイ
ミダゾリン等の両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独でまたは２種以上を混合して用
いることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【００４４】
　界面活性剤の配合量は、着色剤（Ａ）１００重量部に対し、好ましくは０．１～５５重
量部、さらに好ましくは０．１～４５重量部である。界面活性剤の配合量が、０．１重量
部未満の場合には、添加した効果が得られ難く、５５重量部より多いと、過剰な分散剤に
より分散に悪影響を及ぼすことがある。
【００４５】
＜バインダー樹脂（Ｃ）＞
　バインダー樹脂（Ｃ）としては、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域におい
て分光透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂であることが好
ましい。
【００４６】
　バインダー樹脂（Ｃ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は、着色剤を好ましく分散させるため
には、１０，０００～１００，０００の範囲が好ましく、より好ましくは１０，０００～
８０，０００の範囲である。また数平均分子量（Ｍｎ）は５，０００～５０，０００の範
囲が好ましく、Ｍｗ／Ｍｎの値は１０以下であることが好ましい。
【００４７】
　バインダー樹脂（Ｃ）をカラーフィルタ用感光性着色組成物として使用する場合には、
着色剤吸着基および現像時のアルカリ可溶基として働くカルボキシル基、着色剤担体およ
び溶剤に対する親和性基として働く脂肪族基及び芳香族基のバランスが、着色剤の分散性
、浸透性、現像性、さらには耐久性にとって重要であり、酸価２０～３００ｍｇＫＯＨ／
ｇの樹脂を用いることが好ましい。酸価が、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では、現像液に対す
る溶解性が悪く、微細パターン形成するのが困難である。３００ｍｇＫＯＨ／ｇを超える
と、微細パターンが残らなくなる。
【００４８】
　バインダー樹脂（Ｃ）は、成膜性および諸耐性が良好なことから、着色剤（Ａ）の全重
量１００重量％に対し、２０重量％以上の量で用いることが好ましく、着色剤（Ａ）濃度
が高く、良好な色特性を発現できることから、１０００重量％以下の量で用いることが好



(10) JP 2019-86555 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

ましい。
【００４９】
（熱可塑性樹脂）
　バインダー樹脂（Ｃ）に用いる熱可塑性樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ブチラ
ール樹脂、スチレン－マレイン酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン
、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系
樹脂、ポリエステル樹脂、ビニル系樹脂、アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミ
ド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロース類、ポリエチレン（ＨＤＰＥ、ＬＤＰ
Ｅ）、ポリブタジエン、およびポリイミド樹脂等が挙げられる。中でもアクリル樹脂を用
いることが好ましい。
【００５０】
　酸性基含有エチレン性不飽和モノマーを共重合したビニル系アルカリ可溶性樹脂として
は、例えば、カルボキシル基、スルホン基等の酸性基を有する樹脂が挙げられる。
　アルカリ可溶性樹脂として具体的には、酸性基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン
／（無水）マレイン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／（
メタ）アクリル酸共重合体、又はイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げら
れる。中でも、酸性基を有するアクリル樹脂、およびスチレン／スチレンスルホン酸共重
合体から選ばれる少なくとも１種の樹脂、特に酸性基を有するアクリル樹脂は、耐熱性、
透明性が高いため、好適に用いられる。
【００５１】
　エチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂としては、たとえば以
下に示す（ｉ）や（ｉｉ）の方法により不飽和エチレン性二重結合を導入した樹脂が挙げ
られる。
【００５２】
［方法（ｉ）］
　方法（ｉ）としては、例えば、エポキシ基を有する不飽和エチレン性単量体と、他の１
種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖エポキシ基に、不
飽和エチレン性二重結合を有する不飽和一塩基酸のカルボキシル基を付加反応させ、更に
、生成した水酸基に、多塩基酸無水物を反応させ、不飽和エチレン性二重結合およびカル
ボキシル基を導入する方法がある。
【００５３】
　エポキシ基を有する不飽和エチレン性単量体としては、例えば、グリシジル（メタ）ア
クリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、２－グリシドキシエチル（メタ）
アクリレート、３，４エポキシブチル（メタ）アクリレート、及び３，４エポキシシクロ
ヘキシル（メタ）アクリレートが挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併
用してもかまわない。次工程の不飽和一塩基酸との反応性の観点で、グリシジル（メタ）
アクリレートが好ましい。
【００５４】
　不飽和一塩基酸としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル
安息香酸、（メタ）アクリル酸のα位ハロアルキル、アルコキシル、ハロゲン、ニトロ、
シアノ置換体等のモノカルボン酸等が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上
を併用してもかまわない。
【００５５】
　多塩基酸無水物としては、テトラヒドロ無水フタル酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無
水フタル酸、無水コハク酸、無水マレイン酸等が挙げられ、これらは単独で用いても、２
種類以上を併用してもかまわない。カルボキシル基の数を増やす等、必要に応じて、トリ
メリット酸無水物等のトリカルボン酸無水物を用いたり、ピロメリット酸二無水物等のテ
トラカルボン酸二無水物を用いて、残った無水物基を加水分解すること等もできる。また
、多塩基酸無水物として、不飽和エチレン性二重結合を有する、エトラヒドロ無水フタル
酸、又は無水マレイン酸を用いると、更に不飽和エチレン性二重結合を増やすことができ
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る。
【００５６】
　方法（ｉ）の類似の方法として、例えば、カルボキシル基を有する不飽和エチレン性単
量体と、他の１種類以上の単量体とを共重合することによって得られた共重合体の側鎖カ
ルボキシル基の一部に、エポキシ基を有する不飽和エチレン性単量体を付加反応させ、不
飽和エチレン性二重結合およびカルボキシル基を導入する方法がある。
【００５７】
［方法（ｉｉ）］
　方法（ｉｉ）としては、水酸基を有する不飽和エチレン性単量体を使用し、他のカルボ
キシル基を有する不飽和一塩基酸の単量体や、他の単量体とを共重合することによって得
られた共重合体の側鎖水酸基に、イソシアネート基を有する不飽和エチレン性単量体のイ
ソシアネート基を反応させる方法がある。
【００５８】
　水酸基を有する不飽和エチレン性単量体としては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－若しくは３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－若しくは３
－若しくは４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）アクリレ
ート、又はシクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキ
ル（メタ）アクリレート類が挙げられ、これらは、単独で用いても、２種類以上を併用し
てもかまわない。また、上記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートに、エチレンオキ
シド、プロピレンオキシド、及び／又はブチレンオキシド等を付加重合させたポリエーテ
ルモノ（メタ）アクリレートや、（ポリ）γ－バレロラクトン、（ポリ）ε－カプロラク
トン、及び／又は（ポリ）１２－ヒドロキシステアリン酸等を付加した（ポリ）エステル
モノ（メタ）アクリレートも使用できる。塗膜異物抑制の観点から、２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、又はグリセロール（メタ）アクリレートが好ましい。
【００５９】
イソシアネート基を有する不飽和エチレン性単量体としては、２－（メタ）アクリロイル
オキシエチルイソシアネート、又は１，１－ビス〔（メタ）アクリロイルオキシ〕エチル
イソシアネート等が挙げられるが、これらに限定することなく、２種類以上併用すること
もできる。
【００６０】
（熱硬化性化合物）
　本発明においては、バインダー樹脂である熱可塑性樹脂と併用して、さらに熱硬化性化
合物を含んでもよい。
【００６１】
　熱硬化性化合物としては、例えば、エポキシ化合物及び／または樹脂、ベンゾグアナミ
ン化合物及び／または樹脂、ロジン変性マレイン酸化合物及び／または樹脂、ロジン変性
フマル酸化合物及び／または樹脂、メラミン化合物及び／または樹脂、尿素化合物及び／
または樹脂、フェノール化合物及び／または樹脂、が挙げられるが、本発明はこれに限定
されるものではない。
【００６２】
＜光重合性単量体（Ｄ）＞
本発明の光重合性単量体は、エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ）アクリル単
量体（Ｄ１）を含有することで、顔料含有量が高い、あるいは膜厚を厚くした場合でも残
渣やパターン直線性の課題を改善することが出来る。
【００６３】
（エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ）アクリル単量体（Ｄ１））
　本発明の光重合性単量体（Ｄ）は、エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ）ア
クリル単量体（Ｄ１）を含有することが好ましい。（メタ）アクリル単量体（Ｄ１）は、
不飽和結合基を一分子中に１～３個有する（メタ）アクリル化合物であって、不飽和結合
基を一分子中に１個以上３個以下有する多官能アクリレート及び／又は多官能メタクリレ
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ートの（メタ）アクリル酸エステル類が挙げられる。
【００６４】
　具体的には、フェノキシテトラエチレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシ
ヘキサエチレングリコール（メタ）アクリレート、ＥＯ変性フタル酸（メタ）アクリレー
ト、ＰＯ変性フタル酸（メタ）アクリレート、アクリル化シソシアヌレート、ビス（アク
リロキシネオペンチルグリコール）アジペート、ポリエチレングリコール２００ジ（メタ
）アクリレート、ポリエチレングリコール４００ジ（メタ）アクリレート、テトラエチレ
ングリコールジ（メタ）アクリレート、ＥＯ変性トリメチロールプロパントリアクリレー
ト、ＰＯ変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート、カプロ
ラクトン変性トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート、ヒドロキシピバリン酸ネ
オペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アク
リレート、ジシクロペンタニルジ（メタ）アクリレート、ＥＯ変性ビスフェノールＡジ（
メタ）アクリレート、ＰＯ変性ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレートなどが挙げられ
る。
【００６５】
これらの市販品としては、日本化薬社製のＫＡＹＡＲＡＤ Ｒ５２６、ＫＡＹＡＲＡＤ Ｐ
ＥＧ４００ＤＡ、ＫＡＹＡＲＡＤ ＭＡＮＤ、ＫＡＹＡＲＤ　ＮＰＧＤＡ、ＫＡＹＡＲＡ
Ｄ Ｒ－１６７、ＫＡＹＡＲＡＤ ＨＸ－２２０、ＫＡＹＡＲＡＤ Ｒ－５５１、ＫＡＹＡ
ＲＡＤ Ｒ７１２、ＫＡＹＡＲＡＤ Ｒ－６０４、ＫＡＹＡＲＡＤ Ｒ－６８４、ＫＡＹＡ
ＲＡＤ ＧＰＯ－３０３、ＫＡＹＡＲＡＤ ＴＭＰＴＡ、及び東亞合成社製Ｍ３０５、Ｍ３
０６、Ｍ３０９、Ｍ３１０、Ｍ３２１、Ｍ３２５、Ｍ３５０、Ｍ１０１Ａ、及び大阪有機
社製ビスコート＃３１０ＨＰ、ビスコート＃３３５ＨＰ、ビスコート＃７００、ビスコー
ト＃２９５、ビスコート＃３３０、ビスコート＃３６０、ビスコート＃ＧＰＴ等を好適に
使用することができる。
【００６６】
　これらのエチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ）アクリル単量体（Ｄ１）は、
１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いることができる。
【００６７】
　また、エチレン性不飽和結合基を一分子中に１～３個有する（メタ）アクリル単量体（
Ｄ１）の分子量は、２５０～１０００の範囲であることが好ましい。より好ましい範囲は
（メタ）アクリル化合物の分子量が３００～６００であり、残渣とパターン直線性が良好
となる。
【００６８】
エチレン性不飽和結合基を一分子中に１～３個有する（メタ）アクリル単量体（Ｄ１）の
含有量は、光重合性単量体（Ｄ）全量１００重量％中、１０重量％～３０重量％でパター
ン直線性と残渣が良好となるため好ましい。より好ましくは、１５～２５重量％である。
【００６９】
（その他の光重合性単量体）
また、本発明の着色組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、エチレン性不飽和結合
を１～３個有する（メタ）アクリル単量体（Ｄ１）に加え、その他の光重合性単量体を併
用しても良い。具体的には、光重合性単量体（Ｄ１）から外れる各種アクリル酸エステル
およびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシ
エチルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールト
リビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルア
ミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられる。
【００７０】
　これらの市販品としては、日本化薬社製ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－１２８Ｈ、ＫＡＹＡＲＡ
Ｄ　ＮＰＧＤＡ、ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｔ－１４２０（Ｔ）、ＫＡＹＡＲＡＤ　ＲＰ－１０４
０、ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＨＡ，ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＥＡ－１２、ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｄ
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－３１０、ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＣＡ－２０、ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＣＡ－３０、ＫＡＹ
ＡＲＡＤ　ＤＰＣＡ－６０、ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＣＡ－１２０、大阪有機社製ビスコー
ト＃２５００Ｐ、東亞合成社製Ｍ－４０２、Ｍ－４０８、Ｍ－５１０、Ｍ－５２０、Ｍ－
５３００、Ｍ－５４００、Ｍ－７１００、Ｍ－８０３０、Ｍ－８０６０等が挙げられる。
【００７１】
＜チオール系連鎖移動剤（Ｅ）＞
本発明の着色組成物は連鎖移動剤として、チオール系連鎖移動剤を含む。チオールを光重
合開始剤とともに使用することにより、光照射後のラジカル重合過程において、連鎖移動
剤として働き、酸素による重合阻害を受けにくいチイルラジカルが発生するので、得られ
る着色組成物は高感度となる。
【００７２】
また、チオール系連鎖移動剤と光重合性単量体を併用することで、マイケル付加反応によ
り重合して高分子化し、塗膜の架橋密度を従来よりも大幅に向上させることができ、現像
工程によるアンダーカットが小さくなり、テーパー長およびテーパー角度が良好になる。
【００７３】
　また、チオール系連鎖移動剤と光重合性単量体の組み合わせだけでは、テーパー長は良
好となるが、露光時の漏れ光によりテーパー部分が不均一に反応することで、テーパー部
分の架橋密度や強度にばらつきが生じ、現像耐性の欠如からパターン直線性不良が引き起
こされ得る。そこで、体質顔料を添加することで、材料自体の強度とRayleigh散乱により
テーパー部分まで光架橋が進行するため、現像工程による影響を受けることなくパターン
直線性がより良好なものになる。
【００７４】
また、ＳＨ基が2個以上あるメチレン、エチレン、フェニル基等に結合した多官能チオー
ルが好ましい。より好ましくは、ＳＨ基が4個以上ある多官能脂肪族チオールである。官
能基数が増えることで、重合開始機能が向上し、パターンにおける表面から基材付近まで
硬化させることができる。
【００７５】
多官能チオールとしては、例えば、ヘキサンジチオール　、デカンジチオール　、１，４
－ブタンジオールビスチオプロピオネート、１，４－ブタンジオールビスチオグリコレー
ト、エチレングリコールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオプロピオネ
ート、トリメチロールプロパントリスチオグリコレート、トリメチロールプロパントリス
チオプロピオネート、トリメチロールプロパントリス（３－メルカプトブチレート）、ペ
ンタエリスリトールテトラキスチオグリコレート、ペンタエリスリトールテトラキスチオ
プロピオネート、トリメルカプトプロピオン酸トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシア
ヌレート、１，４－ジメチルメルカプトベンゼン、２、４、６－トリメルカプト－ｓ－ト
リアジン、２－（Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノ）－４，６－ジメルカプト－ｓ－トリアジンな
どが挙げられ、好ましくは、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロー
ルプロパントリスチオプロピオネート、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネ
ートが挙げられる。
【００７６】
　これらのチオール系連鎖移動剤は、１種を単独で、または２種以上を混合して用いるこ
とができる。
【００７７】
また、チオール系連鎖移動剤の含有量は、着色組成物の全固形分中1～１０％であること
が好ましく、より好ましくは２．０～８．０％である。この範囲において、連鎖移動剤の
効果が大きくなり、テーパー形状や膜縮率等が良好になる。
【００７８】
＜体質顔料（Ｆ）＞
本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、体質顔料を含むことを特徴とする。体質顔料
としては、無機酸化物微粒子が好ましい。無機酸化物微粒子を使用することにより、薬品
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耐性が向上するとともに、カラーフィルタ形成時の熱処理工程にて、熱リフロー性が制御
されるため、テーパーの長さやテーパー角度が良好になる。
【００７９】
得られる硬化性組成物の硬化被膜の無色性の観点から、ケイ素、アルミニウム、ジルコニ
ウム、チタニウム、亜鉛、インジウム、スズ、アンチモン及びセリウムよりなる群から選
ばれる少なくとも一つの元素の酸化物粒子であることが好ましい。なかでも透過率の観点
から、ケイ素、ジルコニウム、チタニウム又はアルミニウムの酸化物粒子が好ましく、と
くにケイ素の無機酸化物微粒子が好ましい。
【００８０】
　無機酸化物微粒子は、分散液中あるいは塗布液中で、分散安定化を図るために、あるい
はアルカリ可溶性成分との親和性、結合性を高めるために、プラズマ放電処理やコロナ放
電処理のような物理的表面処理、界面活性剤やカップリング剤等による化学的表面処理が
なされていても良い。現像性の観点から、表面処理されていない無機酸化物微粒子が特に
好ましい。
【００８１】
　無機酸化物粒子の平均一次粒子径は、１ｎｍ～１０００ｎｍが好ましく、３ｎｍ～１０
０ｎｍがさらに好ましく、５ｎｍ～３０ｎｍが特に好ましい。平均一次粒子径が１０００
ｎｍを超えると、硬化物としたときの透明性が低下したり、被膜としたときの表面状態が
悪化する傾向がある。また、粒子の分散性を改良するために各種の界面活性剤やアミン類
を添加してもよい。
【００８２】
　無機酸化物微粒子の平均一次粒子径は、たとえばＢＥＴ法を用いて測定される。具体的
には、ＢＥＴ法にて得られた無機酸化物微粒子の比表面積を得、無機酸化物の比重を用い
て体積と表面積の比を算出し、粒子を真球であると仮定して、これらの比から粒子径を求
め、平均一次粒子径とする方法がある。
【００８３】
　無機酸化物粒子は、有機溶媒分散物として用いるのが好ましい。有機溶媒分散物として
用いる場合、他の成分との相溶性、分散性の観点から、分散媒は、有機溶剤が好ましい。
このような有機溶剤としては、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブ
タノール、オクタノール等のアルコール類； アセトン、メチルエチルケトン、メチルイ
ソブチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類； 酢酸エチル、酢酸ブチル、乳酸エチ
ル、γ － ブチロラクトン、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテルアセテート等のエステル類； エチレングリコール
モノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル等のエーテル類； ベン
ゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類； ジメチルホルムアミド、ジメチルア
セトアミド、Ｎ － メチルピロリドン等のアミド類を挙げることができる。中でも、メタ
ノール、イソプロパノール、ブタノール、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン
、酢酸エチル、酢酸ブチル、トルエン、キシレンが好ましい。
【００８４】
　ケイ素の酸化物微粒子分散体として市販されている商品としては、日産化学工業（株）
製ＰＭＡ－ＳＴ、ＰＭＡ－ＳＴ－ＭＳ、ＩＰＡ－ＳＴ、ＩＰＡ－ＳＴ－ＭＳ、ＩＰＡ－Ｓ
Ｔ－Ｌ、ＩＰＡ－ＳＴ－ＺＬ、ＩＰＡ－ＳＴ－ＵＰ、ＥＧ－ＳＴ、ＮＰＣ－ＳＴ－３０、
ＭＥＫ－ＳＴ、ＭＥＫ－ＳＴ－Ｌ、ＭＩＢＫ－ＳＴ、ＮＢＡ－ＳＴ、ＸＢＡ－ＳＴ、ＤＭ
ＡＣ－ＳＴ、ＳＴ－ＵＰ、ＳＴ－ＯＵＰ、ＳＴ－２０、ＳＴ－４０、ＳＴ－Ｃ、ＳＴ－Ｎ
、ＳＴ－Ｏ、ＳＴ－５０、ＳＴ－ＯＬ、ＭＥＫ―ＡＣ―２１４０Ｃ、ＰＧＭ－ＡＣ－２１
４０Ｙ、ＭＩＢＫ－ＡＣ－２１４０Ｚ、ＭＥＫ－ＥＣ－２１３０Ｙ等、触媒化成工業（株
）製中空シリカＣＳ６０－ＩＰＡ等を挙げることができる。また粉体シリカとしては、日
本アエロジル（株）製アエロジル１３０、アエロジル３００、アエロジル３８０、アエロ
ジルＴＴ６００、アエロジルＯＸ５０、旭硝子（株）製シルデックスＨ３１、Ｈ３２、Ｈ
５１、Ｈ５２、Ｈ１２１、Ｈ１２２、日本シリカ工業（株）製Ｅ２２０Ａ、Ｅ２２０、富
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士シリシア（株）製ＳＹＬＹＳＩＡ４７０、日本板硝子（株）製ＳＧフレ－ク等を挙げる
ことができる。
【００８５】
　アルミニウムの酸化物微粒子分散体として市販されている商品としては、日産化学工業
（株）製アルミナゾル－１００、アルミナゾル－２００、アルミナゾル－５２０、住友大
阪セメント（株）製ＡＳ－１５０Ｉ、ＡＳ－１５０Ｔが挙げられる。
【００８６】
　ジルコニアの酸化物微粒子分散体として市販されている商品としては、日産化学工業（
株）製ＺＲ－４０ＢＬ、ＺＲ－３０ＢＳ、ＺＲ－３０ＡＬ、ＺＲ－３０ＡＨ等、住友大阪
セメント（株）製ＨＸＵ－１１０ＪＣを挙げることができる。その他、ジルコニアの酸化
物微粒子分散液は特許４６９２６３０号公報記載の方法等で得ることができる。
【００８７】
　チタニウムの酸化物微粒子分散体として市販されている商品としては、シーアイ化成（
株）製 ナノテック、堺化学工業（株）製 Ｄ－９６２を挙げることができる。その他、チ
タニウムの酸化物微粒子分散液は特許４６９２６３０号公報等記載の方法で得ることがで
きる。
【００８８】
　その他、亜鉛等の酸化物微粒子分散体の市販品としては、シーアイ化成（株）製ナノテ
ック等を挙げることができる。
【００８９】
　本発明における体質顔料の含有量は、着色組成物の全固形分量に対して１～５重量％が
好ましく、１～３重量％がさらに好ましい。添加量が１重量％未満であれば、熱リフロー
性の制御効果が発揮されず、テーパー形状の良化には至らない。また、５％重量％を超え
ると、現像性の悪化により残渣が発生してしまう。なお、固形分とは溶剤を除いた不揮発
成分を意味する。
＜光重合開始剤（Ｇ）＞
　本発明に用いる光重合開始剤は、紫外線、可視光線、遠紫外線、電子線、Ｘ線等の放射
線の露光により、前記光重合性単量体の重合を開始し得る活性種を発生する化合物である
。
【００９０】
　このような光重合開始剤としては、例えば、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、
４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソ
プロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシ
シクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２
－モルフォリノプロパン－１－オン、２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メチルフェ
ニル）メチル］－１－［４－（４－モルフォリニル）フェニル］－１－ブタノン、又は２
－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オ
ン等のアセトフェノン系化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエ
チルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、又はベンジルジメチルケタール等のベ
ンゾイン系化合物；ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、
４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、
４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルサルファイド、又は３，３’，４，４’－テト
ラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；チ
オキサントン、２－クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプロピルチ
オキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、又は２，４－ジエチルチオキサ
ントン等のチオキサントン系化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フ
ェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェ
ニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４
，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル
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－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ
－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメ
チル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン
、又は２，４－トリクロロメチル－（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のト
リアジン系化合物；１，２－オクタンジオン，１－〔４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ
－ベンゾイルオキシム）〕、又はＯ－（アセチル）－Ｎ－（１－フェニル－２－オキソ－
２－（４’－メトキシ－ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステ
ル系化合物；ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド
、又は２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィ
ン系化合物；９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノ
ン等のキノン系化合物；　ボレート系化合物；　カルバゾール系化合物；イミダゾール系
化合物；あるいは、チタノセン系化合物等が用いられる。
　これらの光重合開始剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混
合して用いることができる。
【００９１】
　光重合開始剤の含有量は、着色剤（Ａ）１００質量部に対し、５～２００質量部である
ことが好ましく、光硬化性および現像性の観点から１０～１５０質量部であることがより
好ましい。
【００９２】
（増感剤）
　さらに、本発明の着色組成物には、増感剤を含有させることができる。
　増感剤としては、カルコン誘導体、ジベンザルアセトン等に代表される不飽和ケトン類
、ベンジルやカンファーキノン等に代表される１，２－ジケトン誘導体、ベンゾイン誘導
体、フルオレン誘導体、ナフトキノン誘導体、アントラキノン誘導体、キサンテン誘導体
、チオキサンテン誘導体、キサントン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、
ケトクマリン誘導体、シアニン誘導体、メロシアニン誘導体、オキソノ－ル誘導体等のポ
リメチン色素、アクリジン誘導体、アジン誘導体、チアジン誘導体、オキサジン誘導体、
インドリン誘導体、アズレン誘導体、アズレニウム誘導体、スクアリリウム誘導体、ポル
フィリン誘導体、テトラフェニルポルフィリン誘導体、トリアリールメタン誘導体、テト
ラベンゾポルフィリン誘導体、テトラピラジノポルフィラジン誘導体、フタロシアニン誘
導体、テトラアザポルフィラジン誘導体、テトラキノキサリロポルフィラジン誘導体、ナ
フタロシアニン誘導体、サブフタロシアニン誘導体、ピリリウム誘導体、チオピリリウム
誘導体、テトラフィリン誘導体、アヌレン誘導体、スピロピラン誘導体、スピロオキサジ
ン誘導体、チオスピロピラン誘導体、金属アレーン錯体、有機ルテニウム錯体、又はミヒ
ラーケトン誘導体、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフ
ェニルグリオキシレート、ベンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノ
ン、エチルアンスラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’，又は４
，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチ
ルアミノベンゾフェノン等が挙げられる。
　これらの増感剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して
用いることができる。
【００９３】
　さらに具体的には、大河原信ら編、「色素ハンドブック」（１９８６年、講談社）、大
河原信ら編、「機能性色素の化学」（１９８１年、シーエムシー）、池森忠三朗ら編、及
び「特殊機能材料」（１９８６年、シーエムシー）に記載の増感剤が挙げられるがこれら
に限定されるものではない。また、その他、紫外から近赤外域にかけての光に対して吸収
を示す増感剤を含有させることもできる。
【００９４】
　増感剤の含有量は、着色組成物中に含まれる光重合開始剤（Ｇ）１００質量部に対し、
３～６０質量部であることが好ましく、光硬化性、現像性の観点から５～５０質量部であ
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ることがより好ましい。
【００９５】
＜酸化防止剤＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、酸化防止剤を含有することができる。酸化防
止剤は、カラーフィルタ用着色組成物に含まれる光重合開始剤や熱硬化性化合物が、熱硬
化やＩＴＯアニール時の熱工程によって酸化し黄変することを防ぐため、塗膜の透過率を
高くすることができる。そのため、酸化防止剤を含むことで、加熱工程時の酸化による黄
変を防止し、高い塗膜の透過率を得る事ができる。
【００９６】
　本発明における「酸化防止剤」とは、紫外線吸収機能、ラジカル補足機能、または、過
酸化物分解機能を有する化合物であればよく、具体的には、酸化防止剤としてヒンダード
フェノール系、ヒンダードアミン系、リン系、イオウ系、ベンゾトリアゾール系、ベンゾ
フェノン系、ヒドロキシルアミン系、サルチル酸エステル系、およびトリアジン系の化合
物があげられ、公知の紫外線吸収剤、酸化防止剤等が使用できる。また、本発明で用いら
れる酸化防止剤は、ハロゲン原子を含有していないものが好ましい。
【００９７】
　これらの酸化防止剤の中でも、塗膜の透過率と感度の両立の観点から、好ましいものと
しては、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、リン系酸
化防止剤またはイオウ系酸化防止剤が挙げられる。また、より好ましくは、ヒンダードフ
ェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、またはリン系酸化防止剤である
。
【００９８】
　ヒンダードフェノール系酸化防止剤としては、２，４－ビス〔（ラウリルチオ）メチル
〕－ｏ－クレゾール、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジル）、１，３，５－トリス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベ
ンジル）、２，４－ビス－（ｎ－オクチルチオ）－６－（４－ヒドロキシ－３，５－ジ－
ｔ－ブチルアニリノ）－１，３，５－トリアジン、ペンタエリスリトールテトラキス［３
－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、２，６
－ジ－ｔ－ブチル－４－ノニルフェノール、２，２’－イソブチリデン－ビス－（４，６
－ジメチル－フェノール）、４，４’－ブチリデン－ビス－（２－ｔ－ブチル－５－メチ
ルフェノール）、２，２’－チオ－ビス－（６－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、
２，５－ジ－ｔ－アミル－ヒドロキノン、２，２’チオジエチルビス－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネート、１，１，３－トリス－（２’－
メチル－４’－ヒドロキシ－５’－ｔ－ブチルフェニル）－ブタン、２，２’－メチレン
－ビス－（６－（１－メチル－シクロヘキシル）－ｐ－クレゾール）、２，４－ジメチル
－６－（１－メチル－シクロヘキシル）－フェノール、Ｎ，Ｎ－ヘキサメチレンビス（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ヒドロシンナムアミド）等が挙げられる。その
他ヒンダードフェノール構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も
使用することが出来る。
【００９９】
　ヒンダードアミン系酸化防止剤としては、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（Ｎ－メチル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）セバケート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
）－１，６－ヘキサメチレンジアミン、２－メチル－２－（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）アミノ－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
プロピオンアミド、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）（１
，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ポリ〔｛６－（１，１，３，３－テトラ
メチルブチル）イミノ－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル｝｛（２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキサメチル｛（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）イミノ｝〕、ポリ〔（６－モルホリノ－１，３，５－トリアジン
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－２，４－ジイル）｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキ
サメチン｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝〕、コハク酸ジ
メチルと１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジンとの重縮合物、Ｎ，Ｎ’－４，７－テトラキス〔４，６－ビス｛Ｎ－ブチル
－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ｝－１，３，５－
トリアジン－２－イル〕－４，７－ジアザデカン－１，１０－ジアミン等が挙げられる。
その他ヒンダードアミン構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も
使用することが出来る。
【０１００】
　リン系酸化防止剤としては、トリス（イソデシル）フォスファイト、トリス（トリデシ
ル）フォスファイト、フェニルイソオクチルフォスファイト、フェニルイソデシルフォス
ファイト、フェニルジ（トリデシル）フォスファイト、ジフェニルイソオクチルフォスフ
ァイト、ジフェニルイソデシルフォスファイト、ジフェニルトリデシルフォスファイト、
トリフェニルフォスファイト、トリス（ノニルフェニル）フォスファイト、４，４’イソ
プロピリデンジフェノールアルキルフォスファイト、トリスノニルフェニルフォスファイ
ト、トリスジノニルフェニルフォスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル
）フォスファイト、トリス（ビフェニル）フォスファイト、ジステアリルペンタエリスリ
トールジフォスファイト、ジ（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトール
ジフォスファイト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト、フェ
ニルビスフェノールＡペンタエリスリトールジフォスファイト、テトラトリデシル４，４
’－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）ジフォスファイト、ヘキ
サトリデシル１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニ
ル）ブタントリフォスファイト、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルフォ
スファイトジエチルエステル、ソジウムビス（４－ｔ－ブチルフェニル）フォスファイト
、ソジウム－２，２－メチレン－ビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－フォスファ
イト、１，３－ビス（ジフェノキシフォスフォニロキシ）－ベンゼン、亜リン酸エチルビ
ス（２，４－ジｔｅｒｔ－ブチル－６－メチルフェニル）等が挙げられる。その他フォス
ファイト構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用することが
出来る。
【０１０１】
　イオウ系酸化防止剤としては、２，２－チオ－ジエチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔ
－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、２，４－ビス〔（オクチルチオ
）メチル〕－ｏ－クレゾール、２，４－ビス〔（ラウリルチオ）メチル〕－ｏ－クレゾー
ル等が挙げられる。その他チオエーテル構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイ
プの化合物等も使用することが出来る。
【０１０２】
　ベンゾトリアゾール系酸化防止剤としては、ベンゾトリアゾール構造を有するオリゴマ
ータイプ及びポリマータイプの化合物等を使用することが出来る。
【０１０３】
　ベンゾフェノン系酸化防止剤として具体的には、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ
フェノン、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシ
ベンゾフェノン、４－ドデシロキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－
４－オクタデシロキシベンゾフェノン、２，２’ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェ
ノン、２，２’ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２，２’，４，４
’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５スルフォベン
ゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－２’－カルボキシベンゾフェノン等が挙げ
られる。その他ベンゾフェノン構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合
物等も使用することが出来る。
【０１０４】
　トリアジン系酸化防止剤としては、２，４－ビス（アリル）－６－（２－ヒドロキシフ
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ェニル）１，３，５－トリアジン等が挙げられる。その他トリアジン構造を有するオリゴ
マータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用することが出来る。
【０１０５】
　サルチル酸エステル系酸化防止剤としては、サリチル酸フェニル、サリチル酸ｐ－オク
チルフェニル、サリチル酸ｐ－ｔｅｒｔブチルフェニル等が挙げられる。その他サルチル
酸エステル構造を有するオリゴマータイプ及びポリマータイプの化合物等も使用すること
が出来る。
【０１０６】
（アミン系化合物）
　また、本発明の着色組成物には、溶存している酸素を還元する働きのあるアミン系化合
物を含有させることができる。
【０１０７】
　このようなアミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミ
ン、トリイソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルア
ミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルア
ミノエチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、およびＮ，Ｎ－ジメチル
パラトルイジン等が挙げられる。
【０１０８】
　これらの酸化防止剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
【０１０９】
　また酸化防止剤の含有量は、着色組成物の固形分１００質量％中、０．５～５．０質量
％の場合、分光特性、および感度が良好であるためより好ましい。
【０１１０】
＜有機溶剤＞
　本発明の着色組成物には、着色剤を充分に着色剤担体中に分散、浸透させ、ガラス基板
等の基板上に乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布して着色膜を形成することを容
易にするために有機溶剤を含有させることが好ましい。有機溶剤は、着色組成物の塗布性
が良好であることに加え、着色組成物各成分の溶解性、さらには安全性を考慮して選定さ
れる。
【０１１１】
　有機溶剤としては、例えば、乳酸エチル、ベンジルアルコール、１，３－ブタンジオー
ル、１，３－ブチレングリコール、１，３－ブチレングリコールジアセテート、１，４－
ジオキサン、２－ヘプタノン、２－メチル－１，３－プロパンジオール、３，５，５－ト
リメチル－２－シクロヘキセン－１－オン、３，３，５－トリメチルシクロヘキサノン、
３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１，３－ブタンジオール、３－メトキシ
－３－メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－メチルブチルアセテート、３-メト
キシブタノール、３－メトキシブチルアセテート、４－ヘプタノン、ｍ－キシレン、ｍ－
ジエチルベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ｎ
－ブチルアルコール、ｎ－ブチルベンゼン、ｎ－プロピルアセテート、ｏ－キシレン、ｏ
－ジエチルベンゼン、ｐ－ジエチルベンゼン、ｓｅｃ－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチ
ルベンゼン、γ―ブチロラクトン、イソブチルアルコール、イソホロン、エチレングリコ
ールジエチルエーテル、エチレングリコールジブチルエーテル、エチレングリコールモノ
イソプロピルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモ
ノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノターシャリーブチルエーテル、エ
チレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテ
ル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルア
セテート、ジイソブチルケトン、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレング
リコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールモノイソプロピルエーテル、ジエチレ
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ングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテル
、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチ
ルエーテル、シクロヘキサノール、シクロヘキサノールアセテート、シクロヘキサノン、
ジプロピレングリコールジメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセ
テート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチ
ルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモ
ノメチルエーテル、ダイアセトンアルコール、トリアセチン、トリプロピレングリコール
モノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールジアセテート、プロピレングリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールモノ
エチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリ
コールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノプロピルエーテル、プロピレング
リコールモノメチルエーテル、メトキシプロピルアセテート、プロピレングリコールモノ
メチルエーテルプロピオネート、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチル
シクロヘキサノール、酢酸ｎ－アミル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチ
ル、酢酸プロピル、二塩基酸エステル等が挙げられる。
　これらの溶剤は、単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いるこ
とができる。
【０１１２】
　中でも、着色剤の分散性、浸透性、および着色組成物の塗布性が良好なことから、乳酸
エチル、メトキシプロピルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテ
ート、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチ
ルエーテルアセテート等のグリコールアセテート類、ベンジルアルコール、ダイアセトン
アルコール等のアルコール類やシクロヘキサノン等のケトン類を用いることが好ましい。
【０１１３】
　また有機溶剤は、着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜厚の着色膜を
形成できることから、着色剤（Ａ）１００質量部に対して、５００～４０００部の質量部
で用いることが好ましい。
【０１１４】
（レベリング剤）
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、透明基板上での組成物のレベリング性をよ
くするため、レベリング剤を添加することが好ましい。レベリング剤としては、主鎖にポ
リエーテル構造又はポリエステル構造を有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖にポ
リエーテル構造を有するジメチルシロキサンの具体例としては、東レ・ダウコーニング社
製ＦＺ－２１２２、ビックケミー社製ＢＹＫ－３３３などが挙げられる。主鎖にポリエス
テル構造を有するジメチルシロキサンの具体例としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３１
０、ＢＹＫ－３７０などが挙げられる。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロキ
サンと、主鎖にポリエステル構造を有するジメチルシロキサンとは、併用することもでき
る。レベリング剤の含有量は通常、着色組成物の全質量１００質量％中、０．００３～０
．５質量％用いることが好ましい。
【０１１５】
　レベリング剤として特に好ましいものとしては、分子内に疎水基と親水基を有するいわ
ゆる界面活性剤の一種で、親水基を有しながらも水に対する溶解性が小さく、着色組成物
に添加した場合、その表面張力低下能が低いという特徴を有し、さらに表面張力低下能が
低いにも拘らずガラス板への濡れ性が良好なものが有用であり、泡立ちによる塗膜の欠陥
が出現しない添加量において十分に帯電性を抑止できるものが好ましく使用できる。この
ような好ましい特性を有するレベリング剤として、ポリアルキレンオキサイド単位を有す
るジメチルポリシロキサンが好ましく使用できる。ポリアルキレンオキサイド単位として
は、ポリエチレンオキサイド単位、ポリプロピレンオキサイド単位があり、ジメチルポリ
シロキサンは、ポリエチレンオキサイド単位とポリプロピレンオキサイド単位とを共に有
していてもよい。
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【０１１６】
　また、ポリアルキレンオキサイド単位のジメチルポリシロキサンとの結合形態は、ポリ
アルキレンオキサイド単位がジメチルポリシロキサンの繰り返し単位中に結合したペンダ
ント型、ジメチルポリシロキサンの末端に結合した末端変性型、ジメチルポリシロキサン
と交互に繰り返し結合した直鎖状のブロックコポリマー型のいずれであってもよい。ポリ
アルキレンオキサイド単位を有するジメチルポリシロキサンは、東レ・ダウコーニング株
式会社から市販されており、例えば、ＦＺ－２１１０、ＦＺ－２１２２、ＦＺ－２１３０
、ＦＺ－２１６６、ＦＺ－２１９１、ＦＺ－２２０３、ＦＺ－２２０７が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【０１１７】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、または両性の界面活性剤を
補助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない
。
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどが挙げら
れる。
【０１１８】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。レベリング剤に補助的に加え
るノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
、ポリエチレングリコールモノラウレートなどの；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン
などのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤、また、フッ素系
やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
 
【０１１９】
（硬化剤、硬化促進剤）
　また本発明の着色組成物には、熱硬化性樹脂の硬化を補助するため、必要に応じて、硬
化剤、硬化促進剤などを含んでいてもよい。硬化剤としては、フェノール系樹脂、アミン
系化合物、酸無水物、活性エステル、カルボン酸系化合物、スルホン酸系化合物などが有
効であるが、特にこれらに限定されるものではなく、熱硬化性樹脂と反応し得るものであ
れば、いずれの硬化剤を使用してもよい。また、これらの中でも、１分子内に２個以上の
フェノール性水酸基を有する化合物、アミン系硬化剤が好ましく挙げられる。上記硬化促
進剤としては、例えば、アミン化合物（例えば、ジシアンジアミド、ベンジルジメチルア
ミン、４－（ジメチルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メトキシ－Ｎ，
Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン等）、ブロ
ックイソシアネート化合物（例えば、ジメチルアミン等）、イミダゾール誘導体二環式ア
ミジン化合物およびその塩（例えば、イミダゾール、２－メチルイミダゾール、２－エチ
ルイミダゾール、２－エチル－４－メチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール、４
－フェニルイミダゾール、１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾール、１－（２－シ
アノエチル）－２－エチル－４－メチルイミダゾール等）、リン化合物（例えば、トリフ
ェニルホスフィン等）、グアナミン化合物（例えば、メラミン、グアナミン、アセトグア
ナミン、ベンゾグアナミン等）、Ｓ－トリアジン誘導体（例えば、２，４－ジアミノ－６
－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－２，４－ジアミノ－Ｓ－
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トリアジン、２－ビニル－４，６－ジアミノ－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付加物、
２，４－ジアミノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸
付加物等）などを用いることができる。これらは１種単独で使用してもよく、２種以上を
併用してもよい。上記硬化促進剤の含有量としては、熱硬化性樹脂１００質量部に対し、
０．０１～１５質量部が好ましい。
【０１２０】
（その他の添加剤成分）
　本発明の着色組成物には、経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有させること
ができる。また、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着向上
剤を含有させることもできる。
【０１２１】
（貯蔵安定剤）
　貯蔵安定剤としては、例えば、乳酸、シュウ酸などの有機酸およびそのメチルエーテル
、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホスフィン、テトラフェニルフォスフィンな
どの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。貯蔵安定剤は、着色剤（Ａ）１００質
量部に対し、０．１～１０質量部の量で用いることができる。
【０１２２】
（密着向上剤）
　密着向上剤としては、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニルエトキシ
シラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシクロヘキシ
ル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリメ
トキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β
－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシ
シラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β（ア
ミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミ
ノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－ア
ミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン類、γ－メ
ルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等の
チオシラン類等のシランカップリング剤が挙げられる。密着向上剤は、着色組成物中の着
色剤（Ａ）１００質量部に対し、０．０１～１０質量部、好ましくは０．０５～５質量部
の量で用いることができる。
【０１２３】
（着色組成物の製造方法）
　本発明の着色組成物は、着色剤（Ａ）を、バインダー樹脂（Ｃ）などの着色剤担体およ
び／または溶剤中に、好ましくは分散助剤と一緒に、ニーダー、２本ロールミル、３本ロ
ールミル、ボールミル、横型サンドミル、縦型サンドミル、アニュラー型ビーズミル、ま
たはアトライター等の各種分散手段を用いて微細に分散して製造することができる（着色
剤分散体）。このとき、２種以上の着色剤等を同時に着色剤担体に分散しても良いし、別
々に着色材担体に分散したものを混合しても良い。
　染料等、着色剤の溶解性が高い場合、具体的には使用する溶剤への溶解性が高く、攪拌
により溶解、異物が確認されない状態であれば、上記のような微細に分散して製造する必
要はない。
【０１２４】
　また、カラーフィルタ用感光性着色組成物（レジスト材）として用いる場合には、溶剤
現像型あるいはアルカリ現像型着色組成物として調製することができる。溶剤現像型ある
いはアルカリ現像型着色組成物は、前記着色剤分散体と、光重合性単量体及び／または光
重合開始剤と、必要に応じて、溶剤、その他の顔料分散剤、及び添加剤等を混合して調整
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することができる。光重合開始剤は、着色組成物を調製する段階で加えてもよく、調製し
た着色組成物に後から加えてもよい。
【０１２５】
（粗大粒子の除去）
　本発明の着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタやメンブレンフィルタによる濾過等の
手段にて、５μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ましくは
０．５μｍ以上の粗大粒子および混入した塵の除去を行うことが好ましい。このように着
色組成物は、実質的に０．５μｍ以上の粒子を含まないことが好ましい。より好ましくは
０．３μｍ以下であることが好ましい。
【０１２６】
（カラーフィルタ）
　本発明のカラーフィルタは、本発明のカラーフィルタ用着色組成物により形成されてな
る少なくとも１つのフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタであ
る。
　カラーフィルタは、少なくとも１つの赤色フィルタセグメントと、少なくとも１つの緑
色フィルタセグメントと、および少なくとも１つの青色フィルタセグメントとを具備し、
前記少なくとも１つのフィルタセグメントが、本発明のカラーフィルタ用着色組成物を用
いて形成されることが好ましい。
【０１２７】
（カラーフィルタの製造方法）
　本発明のカラーフィルタは、印刷法またはフォトリソグラフィー法により、製造するこ
とができる。
【０１２８】
　印刷法によるフィルタセグメントの形成は、印刷インキとして調製した着色組成物の印
刷と乾燥を繰り返すだけでパターン化ができるため、カラーフィルタの製造法としては、
低コストであり、かつ量産性に優れている。さらに、印刷技術の発展により高い寸法精度
および平滑度を有する微細パターンの印刷を行うことができる。印刷を行うためには、印
刷の版上にて、あるいはブランケット上にてインキが乾燥、固化しないような組成とする
ことが好ましい。また、印刷機上でのインキの流動性制御も重要であり、分散剤や体質顔
料によってインキ粘度の調整も行うことができる。
【０１２９】
　本発明の着色組成物を、透明基板上に、スプレーコートやスピンコート、スリットコー
ト、ロールコート等の塗布方法により、乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布する
。必要により乾燥された膜には、この膜と接触あるいは非接触状態で設けられた所定のパ
ターンを有するマスクを通して紫外線露光を行う。その後、水酸化カリウム現像液に浸漬
するかもしくはスプレーなどにより現像液を噴霧して未硬化部を除去して所望のパターン
を形成したのち、同様の操作を他色について繰り返してカラーフィルタを製造することが
できる。さらに、着色レジスト材の重合を促進するため、必要に応じて加熱を施すことも
できる。
【０１３０】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液
が使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いる
こともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。なお、
紫外線露光感度を上げるために、上記着色レジスト材を塗布乾燥後、水溶性あるいはアル
カリ水溶性樹脂、例えばポリビニルアルコールや水溶性アクリル樹脂等を塗布乾燥し酸素
による重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこともできる。
【０１３１】
　本発明のカラーフィルタは、上記方法の他に電着法、転写法などにより製造することが
できるが、本発明の着色組成物はいずれの方法にも用いることができる。なお、電着法は
、基板上に形成した透明導電膜を利用して、コロイド粒子の電気泳動により各色フィルタ



(24) JP 2019-86555 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

セグメントを透明導電膜の上に電着形成することでカラーフィルタを製造する方法である
。また、転写法は剥離性の転写ベースシートの表面に、あらかじめフィルタセグメントを
形成しておき、このフィルタセグメントを所望の基板に転写させる方法である。
【０１３２】
　透明基板または反射基板上にフィルタセグメントを形成する前に、あらかじめブラック
マトリクスを形成しておくと、表示パネルのコントラストを一層高めることができる。ブ
ラックマトリクスとしては、クロムやクロム／酸化クロムの多層膜、窒化チタニウムなど
の無機膜や、遮光剤を分散した樹脂膜が用いられるが、これらに限定されない。また、前
記の透明基板または反射基板上に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）をあらかじめ形成しておき
、その後にフィルタセグメントを形成することもできる。ＴＦＴ基板上にフィルタセグメ
ントを形成することにより、パネルの開口率を高め、輝度を向上させることができる。
　本発明のカラーフィルタ上には、必要に応じてオーバーコート膜や透明導電膜、などが
形成される。
【０１３３】
　カラーフィルタは、シール剤を用いて対向基板と張り合わせ、シール部に設けられた注
入口から液晶を注入したのち注入口を封止し、必要に応じて偏光膜や位相差膜を基板の外
側に張り合わせることにより、液晶表示パネルが製造される。
【０１３４】
　かかる液晶表示パネルは、ツイステッド・ネマティック（ＴＮ）、スーパー・ツイステ
ッド・ネマティック（ＳＴＮ）、イン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）、ヴァーティ
カリー・アライメント（ＶＡ）、オプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）等
のカラーフィルタを使用してカラー化を行う液晶表示モードに使用することができる。
【実施例】
【０１３５】
　以下に、本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明はこれによって限定されるもの
ではない。なお、実施例中、「部」および「％」は、「重量部」および「重量％」をそれ
ぞれ表す。
【０１３６】
　また、顔料の平均一次粒子径の測定方法、樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）および樹脂の
酸価の測定方法は以下の通りである。
【０１３７】
（顔料の平均一次粒子径）
　顔料の平均一次粒子径は、透過型電子顕微鏡（ＴＥＭ）を使用して、電子顕微鏡写真か
ら一次粒子の大きさを直接計測する方法で測定した。具体的には、個々の顔料の一次粒子
の短軸径と長軸径を計測し、平均をその顔料一次粒子の粒径とした。次に、１００個以上
の顔料粒子について、それぞれの粒子の体積（重量）を、求めた粒径の立方体と近似して
求め、体積平均粒径を平均一次粒子径とし、表１に示す。
【表１】

【０１３８】
（樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ））
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　樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソー社製）を用い、ＲＩ検
出器を装備したＧＰＣ（東ソー社製、ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）で、展開溶媒にＴＨＦを
用いて測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）である。
【０１３９】
＜微細化処理顔料の製造＞
（赤色微細化処理顔料（ＰＲ－１））
　赤色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４（ＰＲ２５４）（ＢＡＳＦ社製「イルガフォ
アレッド Ｂ－ＣＦ」）１５２部、化学式（１）の色素誘導体８部、塩化ナトリウム１６
００部、及びジエチレングリコール１９０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作
所社製）に仕込み、６０℃で１０時間混練した。つぎにこの混合物を３リットルの温水に
投入し、約８０℃に加熱しながらハイスピードミキサーで約１時間攪拌してスラリー状と
し、濾過、水洗をくりかえして塩化ナトリウム及び溶剤を除いた後、８０℃で１昼夜乾燥
し、赤色微細化処理顔料（ＰＲ－１）を得た。得られた顔料の平均一次粒子径は３５ｎｍ
であった。
【０１４０】
化学式（１）
【化１】

【０１４１】
（赤色微細化処理顔料（ＰＲ－２））
　赤色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７（ＰＲ１７７）（ＢＡＳＦ社製「クロモフタ
ルレッド Ａ２Ｂ」）５００部、塩化ナトリウム３５００部、及びジエチレングリコール
２５０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み、１２０℃で８時間
混練した。次に、この混練物を５リットルの温水に投入し、７０℃に加熱しながら１時間
攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジエチレングリコ
ールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、赤色微細化処理顔料（ＰＲ－２）を得た。得ら
れた顔料の平均一次粒子径は３０ｎｍであった。
【０１４２】
（青色微細化処理顔料（ＰＢ－１））
　青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６（ＰＢ１５：６）（トーヨーカラー社製「
リオノールブルーＥＳ」）５００部、塩化ナトリウム２５００部、及びジエチレングリコ
ール２５０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に仕込み、１２０℃で
１２時間混練した。次に、この混練物を５リットルの温水に投入し、７０℃に加熱しなが
ら１時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジエチレ
ングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、青色微細化処理顔料（ＰＢ－１）を得
た。得られた顔料の平均一次粒子径は２５ｎｍであった。
【０１４３】
（紫色微細化処理顔料（ＰＶ－１））
　ジオキサジン系紫色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３（ＰＶ２３）（Ｃｌａｒ
ｉａｎｔ社製「Ｆａｓｔ Ｖｉｏｌｅｔ ＲＬ」）５００部、塩化ナトリウム２５００部、
及びポリエチレングリコール（東京化成社製）２５０部をステンレス製１ガロンニーダー
（井上製作所社製）に仕込み、１２０℃で１２時間混練した。次に、この混合物を約５リ
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ットルの温水に投入し、約７０℃に加熱しながらハイスピードミキサーで約１時間撹拌し
てスラリー状とした後、濾過、水洗して塩化ナトリウム及びジエチレングリコールを除き
、８０℃で一昼夜乾燥し、紫色微細処理顔料（ＰＶ－１）を得た。得られた顔料の平均一
次粒子径は３０ｎｍであった。
【０１４４】
（緑色微細化処理顔料（ＰＧ－１））
　フタロシアニン系緑色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　グリーン　５８（ＤＩＣ株式会社製「
ＦＡＳＴＯＧＥＮ ＧＲＥＥＮ 　Ａ１１０」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、お
よびジエチレングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に
仕込み、８０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８０００部の温水に投入し、８０℃
に加熱しながら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム
およびジエチレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、微細化緑色顔料（ＰＧ
－１）を得た。得られた顔料の平均一次粒子径は３０ｎｍであった。
【０１４５】
（微細化処理顔料（ＰＧ－２））
　濃硫酸１２００部に下記式で表されるフタロシアニン顔料（Ｑ－１）１００部を室温に
て徐々に加えた。４０℃、３時間撹拌して、３℃の冷水２４０００部に硫酸溶液を注入し
た。青色の析出物をろ過、水洗、乾燥して、下記化学式（２）で表わされる９２部のヒド
ロキシアルミニウムフタロシアニン（フタロシアニン化合物（Ｑ－２））を得た。
反応容器に、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド２０００部、フタロシアニン化合物（Ｑ－２
）１００部、リン酸ジフェニル５２部を加えた。８５℃で、３時間反応させた後、水８０
００部中にこの溶液を注入した。その後反応生成物をろ過し、水１６０００部で洗浄後、
減圧下６０℃にて一昼夜乾燥させて、アルミニウムフタロシアニン化合物（ＰＧ－２）を
得た。得られた顔料の平均一次粒子径は３０ｎｍであった。
【０１４６】
化学式（２）
【化２】

               Ｑ－１　　　　　　　　　　　　  　      　 Ｑ－２
【０１４７】
（微細化処理顔料（ＰＧ－３））
三つ口フラスコに、９８％硫酸５００部、前記フタロシアニン顔料（Ｑ－１）５０部、１
,２－ジブロモ－５,５－ジメチルヒダントイン（ＤＢＤＭＨ）１２９．３部を加え撹拌し
、２０℃、６時間、反応させた。その後、３℃の氷水５０００部に上記反応混合物を注入
し、析出した固体をろ取し、水洗した。ビーカーに２．５％水酸化ナトリウム水溶液５０
０部、ろ取した残渣を加え、８０℃、１時間撹拌した。その後、この混合物をろ取、水洗
、乾燥して、フタロシアニン環に臭素原子が平均で１０．１個置換された顔料を得た。
次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、得られたフタロシアニン環に
臭素原子が平均で１０．１個置換された顔料を５０部及びリン酸ジフェニル１３．９部を
加え、９０℃に加熱し８時間反応させた。これを室温まで冷却後、生成物をろ過し、メタ
ノールで洗浄後、乾燥させて、アルミニウムフタロシアニン顔料ＰＧ－３を得た。得られ
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た顔料の平均一次粒子径は３０ｎｍであった。
【０１４８】
（黄色微細化処理顔料（ＰＹ－１））
　黄色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　 １３８（ＢＡＳＦ社「ＰＡｌｉｏｔｏｌ Ｙ
ｅｌｌｏｗ Ｌ ０９６２ ＨＤ」）２００部、塩化ナトリウム１４００部、およびジエチ
レングリコール３６０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み、８
０℃で６時間混練した。次にこの混練物を８リットルの温水に投入し、８０℃に加熱しな
がら２時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウムおよびジエ
チレングリコールを除いた後、８５℃で一昼夜乾燥し、ＰＹ－１を得た。得られた顔料の
平均一次粒子径は３０ｎｍであった。
【０１４９】
（黄色微細化処理顔料（ＰＹ－２））
安息香酸メチル２００部に、８－アミノキナルジン４０部、２，３－ナフタレンジカルボ
ン酸無水物１５０部、安息香酸１５４部を加え、１８０℃に加熱し、４時間攪拌を行った
。さらに、室温まで冷却後、反応混合物をアセトン５４４０部に投入し、室温下にて１時
間攪拌した。生成物を濾別し、メタノール洗浄、および乾燥を行い、下記化学式（３）で
表わされる１１６部のキノフタロン化合物（a）を得た。ＴＯＦ－ＭＳによる質量分析の
結果、キノフタロン化合物（a）であることを同定した。
【０１５０】
化学式（３）キノフタロン化合物（a）
【化３】

【０１５１】
　続いてキノフタロン化合物（a）を原料として、特開２００８－８１５６６号公報に記
載の合成方法に従い、化合物（４）を得た。
【０１５２】
化学式（４）
【化４】

【０１５３】
安息香酸メチル３００部に、化合物（４）１００部、テトラクロロ無水フタル酸１０８部
、および安息香酸１４３部を加え、１８０℃に加熱し、４時間反応させた。ＴＯＦ－ＭＳ
により、キノフタロン化合物（ｂ）の生成、および原料の化合物（４）の消失を確認した
。さらに、室温まで冷却後、反応混合物をアセトン３５１０部に投入し、室温下にて１時
間攪拌した。生成物を濾別し、メタノール洗浄、および乾燥を行い、下記化学式（５）で
表わされる１２０部のキノフタロン化合物（ｂ）を得た。ＴＯＦ－ＭＳによる質量分析の
結果、キノフタロン化合物（ｂ）であることを同定した。
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【０１５４】
式（５）キノフタロン化合物（b）
【化５】

【０１５５】
　続いて、得られたキノフタロン化合物（ｂ）１００部、塩化ナトリウム１２００部、お
よびジエチレングリコール１２０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）
に仕込み、６０℃で８時間混練した。次に、この混練物を温水に投入し、約７０℃に加熱
しながら１時間撹拌してスラリー状として、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウムおよ
びジエチレングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、微細化顔料（ＰＹ－２）９
７部を得た。平均一次粒子径は４０ｎｍであった。
【０１５６】
＜樹脂型分散剤溶液の製造＞
（樹脂型分散剤溶液（Ｂ－１）の製造）
　ガス導入管、コンデンサー、攪拌翼、及び温度計を備え付けた反応槽に、メトキシプロ
ピルアセテート１３３部を仕込み、窒素置換しながら１１０℃に昇温した。反応槽にジメ
チルアミノエチルメタクリレート３８部、メタクリル酸メチル１６２部、及び２，２’－
アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）を６部仕込み、均一になるまで攪拌した。
その後同温度で３時間反応した。このようにして、固形分当たりのアミン価が６７．８ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ、重平均分子量９０００（Ｍｗ）の樹脂型分散剤溶液を得た。
　室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥し
て不揮発分を測定し、不揮発分が４０重量％になるようにメトキシプロピルアセテートを
添加して樹脂型分散剤溶液（Ｂ－１）を得た。
【０１５７】
＜バインダー樹脂溶液の製造方法＞
（バインダー樹脂溶液（Ｃ－１）の製造）
　セパラブル４口フラスコに温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管および撹拌装置を
取り付けた反応容器にシクロヘキサノン１９６部を仕込み、８０℃に昇温し、反応容器内
を窒素置換した後、滴下管より、ｎ－ブチルメタクリレート３７．２部、２－ヒドロキシ
エチルメタクリレート１２．９部、メタクリル酸１２．０部、パラクミルフェノールエチ
レンオキサイド変性アクリレート（東亞合成株式会社製「アロニックスＭ１１０」）２０
．７部、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル１．１部の混合物を２時間かけて滴下し
た。滴下終了後、更に３時間反応を継続し、アクリル樹脂の溶液を得た。室温まで冷却し
た後、樹脂溶液約２部をサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して不揮発分を測定
し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が４０重量％になるようにメトキシプロピルアセテ
ートを添加してバインダー樹脂溶液（Ｃ－１）を調製した。重量平均分子量（Ｍｗ）は２
６０００であった。
【０１５８】
＜顔料分散体の製造方法＞
（赤色顔料分散体（Ｐ－Ｒ１））
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）
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で５時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し赤色顔料分散体（Ｐ－Ｒ１）を作製
した。

赤色微細化処理顔料（ＰＲ－１）                     　　　　：１５．０部
樹脂型分散剤（Ｂ－１）                           　　　　：４．０部
バインダー樹脂（Ｃ－１）                          ：２５．０部
溶剤                               
ＰＧＭＡＣ（メトキシプロピルアセテート）　　　　　　　　：５６．０部
【０１５９】
（赤色顔料分散体（Ｐ－Ｒ２）、青色顔料分散体（Ｐ―Ｂ１）、紫色顔料分散体（Ｐ－Ｖ
１）、緑色顔料分散体（Ｐ－Ｇ１～３）、黄色顔料分散体（Ｐ－Ｙ１～２））
　着色剤、樹脂型分散剤、アクリル樹脂溶液、および溶剤を表２記載の組成、及び配合量
（質量部）に変更した以外は、赤色顔料分散体（Ｐ－Ｒ１）と同様にして、赤色顔料分散
体（Ｐ－Ｒ２）、青色顔料分散体（Ｐ―Ｂ１）、紫色顔料分散体（Ｐ－Ｖ１）、緑色顔料
分散体（Ｐ－Ｇ１～３）、黄色顔料分散体（Ｐ－Ｙ１～２）を作製した。
【０１６０】
【表２】

 
【０１６１】
＜光重合性単量体（Ｄ）＞
　本発明で使用した光重合性単量体を表３に記す。
【表３】

表３中の光重合性単量体の品名について、下記に説明する。
・Ｍ－３０９（Ｄ－１）：東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－３０９」
・Ｍ－１０１Ａ（Ｄ－２）：東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－１０１Ａ」
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【０１６２】
＜チオール系連鎖移動剤（Ｅ）＞
・多官能チオール系連鎖移動剤（Ｅ－１）
ペンタエリスリトール テトラキス（３－メルカプトプロピオネート）
・単官能チオール系連鎖移動剤（Ｅ－２）
２－エチルヘキシル-メルカプトアセテート
 
【０１６３】
＜体質顔料（Ｆ）＞
・表面処理されていない体質顔料（Ｆ－１）：日産化学工業社製「ＰＭＡ－ＳＴ」（ケイ
素を含む酸化物微粒子）
・表面処理されている体質顔料（Ｆ－２）：日産化学工業社製「ＰＧＭ－ＡＣ－２１４０
Ｙ」（ケイ素を含む酸化物微粒子）
【０１６４】
＜光重合性開始剤（Ｇ）＞
・ＢＡＳＦ社製「イルガキュアー９０７」
【０１６５】
［実施例１］
（着色組成物（Ｒ－１））
　下記組成の混合物を均一になるように撹拌混合した後、１．０μｍのフィルタで濾過し
、着色組成物（Ｒ－１）を作製した。
 
顔料分散体（Ｐ－Ｒ１）                                         　　：２０．０部
顔料分散体（Ｐ－Ｒ２）                                         　　：１０．０部
バインダー樹脂溶液（Ｃ－１）                                   　　：　５．０部
エチレン性不飽和結合を１～３個有する（メタ）アクリル化合物（Ｄ１） ：　１．０部 
    
　　東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－３０９」（Ｄ－１）  
その他の光重合性化合物　　　　　　　　                         　　：　５．０部
　　東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－４０２」（Ｄ－３）  
チオール系連鎖移動剤（Ｅ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　１．０部
　　ＳＣ有機化学社製「ペンタエリスリトール テトラキス（３－メルカプトプロピオネ
ート）」
体質顔料（Ｆ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　０．８部
　　日産化学工業社製「ＰＭＡ－ＳＴ」
光重合性開始剤（Ｅ）                                    　　：　１．０部
　　ＢＡＳＦ社製「イルガキュアー９０７」  
溶剤                                                    　　：５６．０部
　メトキシプロピルアセテート（ＰＧＭＡＣ）
 
【０１６６】
［実施例２～１３、比較例１～３］
（着色組成物（Ｂ－１、Ｇ－２～１４）
　表４、５に示す組成、および配合量（重量部）の混合物を均一になるように攪拌混合し
た後、１μｍのフィルタで濾過し、実施例１の着色組成物（Ｒ－１）と同様にして、実施
例２～１３、比較例１～３の着色組成物（Ｂ－１、Ｇ－２～１４）を得た。
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【表５】
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【０１６７】
＜着色組成物の評価＞
　得られた着色組成物（Ｒ－１、Ｂ－１、Ｇ－１～１４）の塗膜の試験を下記の方法で行
った。試験の結果を表６に示す。
【０１６８】
（残渣評価）
　得られた着色組成物（Ｒ－１、Ｂ－１、Ｇ－１～１４）について、１００ｍｍ×１００
ｍｍ、０．７ｍｍのガラス基板上に着色組成物を膜厚２．４μｍとなるように塗布し、所
定のパターンを有するマスクを通して４０ｍＪ/ｃｍ２の条件下にて紫外線露光を行った
。その後、スプレーにより水酸化カリウム現像液を噴霧して未硬化部を除去し所望のパタ
ーンを形成した。得られた塗膜について、２３０℃のオーブンで４０分間加熱処理（ポス
トベーク）を施し、顕微鏡（オリンパス光学社製「ＢＸ－５１」）にて残渣の有無を確認
した。評価は５０μｍ×５０μｍの中空がある四角画素中の残渣の残存面積を計算し、以
下のように評価した。塗膜の膜厚は、Ｄｅｋｔａｋ ８（日本真空技術社製）を用いて行
った。
 
◎：残存せず極めて良好
○：１００μｍ２未満で良好
△：１００μｍ２以上５００μｍ２未満 で実用可能レベル
 
【０１６９】
（パターン直線性評価）
　得られた着色組成物（Ｒ－１、Ｂ－１、Ｇ－１～１４）について、１００ｍｍ×１００
ｍｍ、０．７ｍｍのガラス基板上に着色組成物を膜厚２．４μｍとなるように塗布し、所
定のパターンを有するマスクを通して４０ｍＪ/ｃｍ２の条件下にて紫外線露光を行った
。その後、スプレーによりアルカリ現像液を噴霧して未硬化部を除去し所望のパターンを
形成した。得られた塗膜について、２３０℃のオーブンで２０分間加熱処理（ポストベー
ク）を施した。評価は幅５０μｍのストライプ型パターンの直線性を走査型電子顕微鏡で
画像を撮りこみ、以下のように評価した。
 
◎：直線性が極めて良好
○：直線性良好
△：直線性が少し劣るが、実用可能レベル
×：テーパー部分が波形になるほど直線性不良
 
【０１７０】
（テーパー角度評価）
　得られた着色組成物（Ｒ－１、Ｂ－１、Ｇ－１～１４）について、１００ｍｍ×１００
ｍｍ、０．７ｍｍのガラス基板上に着色組成物を膜厚２．４μｍとなるように塗布し、所
定のパターンを有するマスクを通して４０ｍＪ/ｃｍ２の条件下にて紫外線露光を行った
。その後、スプレーによりアルカリ現像液を噴霧して未硬化部を除去し所望のパターンを
形成した。得られた塗膜について、２３０℃のオーブンで２０分間加熱処理（ポストベー
ク）を施し、走査型電子顕微鏡（日立ハイテック社製「Ｓ－３０００Ｈ」）にてパターン
形状を確認した。評価は幅１００μｍのストライプ型パターンのＳＥＭ画像を取り込み、
テーパー部分の角度を分度器を用いて以下のように評価した。
 
○：テーパー角度５０度以上
△：４０～５０度未満 
×：４０度未満
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【０１７１】
（ＮＭＰ耐性試験評価）
　得られた着色組成物（Ｒ－１、Ｂ－１、Ｇ－１～１４）について、１００ｍｍ×１００
ｍｍ、０．７ｍｍのガラス基板上に着色組成物を膜厚２．４μｍとなるように塗布し、所
定のパターンを有するマスクを通して４０ｍＪ/ｃｍ２の条件下にて紫外線露光を行った
。その後、スプレーによりアルカリ現像液を噴霧して未硬化部を除去し所望のパターンを
形成した。得られた塗膜について、２３０℃のオーブンで２０分間加熱処理（ポストベー
ク）を施し、Ｃ光源での色度（［Ｌ＊(１)、ａ＊(１)、ｂ＊(１)］）を顕微分光光度計（
オリンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ１００」）を用いて測定した。さらに、基板をＮＭＰ
に１５分間浸漬し、水洗、乾燥後、Ｃ光源での色度（［Ｌ＊(２)、ａ＊(２)、ｂ＊(２)］
）を測定し、下記計算式により、色差ΔＥ＊ａｂを求め、下記の３段階で評価した。
 
ΔＥ＊ａｂ ＝ √（（Ｌ＊（２）－Ｌ＊（１））＾２＋（ａ＊（２）－ａ＊（１））＾２
＋（ｂ＊（２）－ｂ＊（１）)＾２) 
 
○：ΔＥ＊ａｂが２．０未満 
△：ΔＥ＊ａｂが２．０以上、３．０未満 
×：ΔＥ＊ａｂが３．０以上
 
【０１７２】
【表６】

【０１７３】
　表６に示すように、本発明の着色剤（Ａ）と、樹脂型分散剤（Ｂ）、バインダー樹脂（
Ｃ）、光重合性単量体（Ｄ）、チオール系連鎖移動剤（Ｅ）、体質顔料（Ｆ）、光重合性
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開始剤（Ｇ）とを含有する着色組成物を用いることにより、着色組成物中の顔料含有量が
高い、あるいは膜厚が厚くとも高感度で、パタ－ン形状、薬品耐性が良化した。
【０１７４】
　なかでも、光重合性単量体（Ｄ）において、エチレン性不飽和結合を１～３個有する（
メタ）アクリル単量体（Ｄ１）を含有することを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物
は、特に残渣が見られず、パターン形状や薬品耐性、及びレジスト安定性にも優れていた
。
【０１７５】
　よって、本発明により、現像性に優れ、形状良好で薬品耐性が高い、解像度に優れたカ
ラーフィルタ、および液晶表示装置の得られることが確認できた。
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